


聖学院大学は、ルターの宗教改革によって始まったキリスト教プロテスタンティズムを建学の礎として、
1988年に開学しました。本年は、創立30周年および宗教改革から500+1周年に当たります。
この新たな基点となる年に、キリスト教プロテスタンティズムを主題とする学問と音楽に交わる機会を、
皆さまと共に持ちたいと思います。併せて当日は、本学が所蔵する宗教改革関係の資料を展示いた
します。
どうぞ、お誘い合わせの上、ご来場ください。

聖学院大学図書館長　土方　透

「ルターの自由理解は、文化の壁を越えることができるか？」
　Gerhard Wegner（EKD社会科学研究所長、マールブルク大学教授、実践神学）
「世界社会における、キリスト教、人間愛、人権」
　Johannes Weiß氏（カッセル大学名誉教授、文化社会学、社会哲学）

1953生まれ。ゲッティンゲン大学で
神学を学び牧師活動を展開の後、
Hanns-Lilje-Stiftung創立幹部、
ドイツ万博（2000年）におけるキリ
スト教関係の総責任者を歴任する
など、ドイツ･プロテスタントの中枢
メンバー。宗教改革500周年に関する
編著書として、『宗教改革のグロー
バルな影響』、『労働から市民社会へ
―宗教改革の作用史』、『ルター
2017』他

◇第1部◇ 学術の集い 「多極化する社会とキリスト教の可能性」
13：00～16：15

キリスト教プロテスタンティズムは、讃美歌やカンタータといったさまざまの音楽様式を発展させつつ、西洋
クラシック音楽の礎を築き、やがてそれは西洋のみならず現在わたしたちの生きる場であるアジアなどにも広く
伝播しました。プログラム前半では「詩篇と歌」をテーマとし、詩篇を歌詞に用いたクラシック音楽の歌の数々を、
後半では「広がる祈りの歌」をテーマとし、こどもさんびかや黒人霊歌など、より現代に近い幅広い作品の中から
お聴き頂きます。

古代ギリシア劇の「コロス」（合唱隊）のように、個 人々が舞台で重要な役割を担うスタイル
を目指し、結成された女声6人グループ（木瀬志緒、民秋理、森有美子、小阪亜矢子、
新明裕子、高橋ちはる※）。「教会コンサートシリーズ」「蔵で聴くコンサートシリーズ」を
中心に、音楽の楽しみ方を様々な形で提供する取り組みを行っている。2018年3月には1st
アルバム『アネノネ～祈りのうた』リリース。（本学人文学部児童学科准教授の久保田翠が
レジデント・コンポーザーとして作編曲に携わっている。）
（※今回高橋ちはるは都合により出演いたしません。）

◇第2部◇ 音楽の集い 「記念音楽会：祈りのうた
　　　　　　　　　～時を越え、国境を越え、いま私達と共にある音楽～」

宗教改革500+1年を記念いたしまして、聖学院大学総合図書館で所蔵しておりますルター関連資料（マイクロ
資料含）、また、明治期の和綴じ聖書等、普段は目にする機会が少ない貴重な資料をご紹介いたします。

◇展示◇ 

Gerhard Wegner

《演奏》コロスタシアアネックス Annex
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1941年生まれ。ケルン大学で社会学を
学ぶ。ライプチッヒ大学文化科学
研究所所長およびドイツ諸研究
機関のヴェーバー研究の主要ポストを
歴任。近年、ヴェーバーの代表的著作
『プロテスタンティズムの倫理と
資本主義の精神』、「理解社会学」
「価値自由性」に関する諸論考を
新たに編纂するなど、最新のヴェー
バーの定本作成に携わる
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